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The relationship between Vietnam and Japan in the early 20
th
 century was marked by two movements 
against France: Dong Du and Gijuku movements. Surprisingly, up to now the relationship between these 
movements has not been adequately investigated. The reason may be they were led by different groups of 
scholars. However, I think that we must study on relations of two movements more, because two movements 
were conscious of a relation with Japan hard in same period. Therefore, a main issue of this thesis is to make 
the relationship of the two movements as clear as possible through a study of Vietnam-Japanese relationship   
history in the early 20th century. 
This thesis is divided into three parts: 
 In the first part, I considered the situation of Vietnam in the early 20
th
 century, and the view of 
Vietnamese intellectuals about Japan, as a preface of consideration about Dong Du movement and Gijuku 
movement. 
 In the second part, I considered the detailed aspect of Dong Du movement in Japan and support 
movements to that in Vietnam, and made particular characteristics of support movements in each area, 
Tonkin, Annam and Cochinchine, clear, through an analysis on a list of participants and supporters about 
Dong Du movement. 
 In the third part, I discussed whether the establishment of Dong Kinh Gijuku made a model of Keio 
Gijuku in Japan or not, and considered the detailed aspect of Dong Kinh Gijuku and Gijuku movement. As 
Keio Gijuku was established based on the idea of Fukuzawa Yukichi about practical education, which 
advocates independent self-respect principle, to Vietnamese intellectuals, Keio Gijuku was the most 
impressive model of education at that period. And then I showed that Phan Boi Chau expected that a person   
like Fukuzawa Yukichi appears from the moderate group inside and participated in establishment of Dong 
Kinh Gijuku, and Dong Kinh Gijuku and Gijuku movement spread the idea of Dong Du movement through 
education and publication. 
    As a result of the above mentioned consideration, I concluded that Gijuku movement derived from 
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理解されることも多かった。本論文は、この 2 つの運動のつながりを、20 世紀初頭のベトナ
ム・日本関係史を研究することを通して、できるだけ具体的に示すことを課題としたものであ
る。 
 序論では、ドンズー運動と義塾運動についての研究史をたどり、それぞれの運動の研究にお
いて、どんな課題が残されているのかを明らかにし、第一部では、検討の前提として当時のベ
トナムの状況とベトナム知識人の日本観を、第二部では、ドンズー運動の具体的な様相を、日
本とベトナムに分けて論じ、第三部では、ドンキン義塾が慶応義塾を模倣して作られたという
通説の妥当性を軸にして福沢諭吉と慶応義塾がベトナムの知識人に与えた影響の大きさを検
討しながら、義塾運動の具体的な姿を検討した。これらの検討を通して、ドンズー運動と義塾
運動を対立的あるいは無関係として捉える考え方は妥当ではなく、ドンズー運動のなかから義
塾運動が派生したと考えた方がよく、義塾運動にはドンズー運動を支援する運動という側面が
あったとみなすべきであるとの結論を得た。 
 本研究でまず重要なことは、ドンズー運動と義塾運動のつながりを具体的に明らかにしたこ
とで、これは新たな知見として高く評価されるべきものである。また、このつながりの解明の
過程で、ベトナム国内におけるドンズー運動に対する支援運動を、３地域に分けて具体的に明
らかにし、ドンズー運動をベトナム国内に広がりを持った、内外が連動した大きな運動である
との理解を提示したことも、本研究の大きな成果である。この成果があったからこそ、2つの
運動のつながりを具体的に明らかにできたといっても過言ではない。このほか、ドンキン義塾
の教科書の日本への言及を具体的に分析して、その記述がベトナム知識人の近代日本の教育へ
の認識を生んだことや、ドンキン義塾と慶応義塾を具体的に比較して、何となく言われていた
慶応義塾のドンキン義塾への影響を具体的に明らかにしたこと、などは、従来の研究を深化さ
せたものとして評価できる。 
 一方で、課題も少なくはない。特に、ベトナムの歴史研究のあり方とも関係するが、「封建
制」「帝国主義」などの用語理解が、現在の日本の歴史学のそれとずれを生じており、検討の
前提となる当時のベトナム社会の状況の理解を含め、ベトナムにおける公的な歴史理解の枠組
を超えられていないことは、今後の研究の更なる深化の可能性を考えた時、たいへん憂慮され
るところである。また、地域による支援運動の相違を明らかにしたものの、それがいかなる要
因によるのかという検討が十分になされておらず、物足りなさは禁じえない。その分析が行わ
れていれば、20 世紀初頭のベトナム諸地域の経済力やその他の特質へと議論はさらに展開で
きたはずで、非常に残念である。さらに、ドンズー運動・義塾運動ともに、当時の中国からの
影響にほとんど言及がないが、その具体的な内容を見ると、日本以上に大きな影響を受けてい
る可能性もある。これを含め従来の理解に縛られて、新たな視点によるさらなる広がりの芽に
気が付いていない点が多々見受けられたのも残念である。 
 とはいえ、先にその成果を高く評価したように、博士論文としては十分その水準に達してお
り、審査委員全員一致で合格と判定した。 
